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　Acetal－phospholipid（Plasmalogen）ぽ始めFe－
ulgen及び：Bersin1）（1939）により馬筋肉より，ま
た最近Thanhauser等2）（1951）により牛脳髄より
結品状に分離せられ，その構造がPalmita1一及び
Stearal－glyCerophosphoryl－colamineなる～二とが
確認され1た。著者ぱ牛麟髄よりThanhauser法に
從ってPlasmalogenの呼野分離を試みるととも
ttC　，．’Qに大野3）（1952）．が指摘せる如き，　Feulgen
構造以外の構造を右するPlasmalogenの存在の
解明に寄輿せんと欲し，Feul即n及びGrUnberg4）
（1938－39）法の変法なる吉原。「）（1952）法に基き，分
離操作過稚におけるPlasmalogenの定責｛：的追跡
を試みた。
　　　　　　　　実験方法並びに成績
　1♪燐脂質の分劃抽出：　脳膜及び血瞥を可及的に除去
したるのち細挫せる，新鮮なる動物脳髄（牛，29個及び馬，
6個）10kgに，アセトン2」「　eを加え11＄・折振澱しながら50
』日問放置後吸引濾過，斑詳芒に再び．32　eのアセトンを加え，
室温に蛎圃陶放置後吸引濾過，両アセトン抽出液は合一さ
れ，Plasmalの分析が試みられた。7．37　gのPlasmalの
存在が認められたが，この劃分よりのPlasmalogenの分
離は試みられなかった。
　アセトン抽出導流に96％アルコ戸ルIO¢を加え♪室温
にて時折振温しながら4口聞放置後吸引濾過，かくして徳
．られたアルコ・一・ル抽出液は炭酸氣流山において減圧濃縮せ
られ，デシケーター中にて乾固された。この第1アルコー
ル劃分（A：L1劃分）の牧量：は188g，分析により9．58　gの
Plasmalの存左が認められた。
　抽出残渣はさらに3回，毎回JOZのアルコールをもつ
て同檬に処理せられ，　第2，3及び第4アルコール劃分
（AL，・，　AL3．及びAL壬劃分）が得られた。　牧量はそれぞれ
109g，66　g及び37　g，そク⊇Plasmal．含量は8．13　g，5．66　g
及び．2279であρた。
　アル＝一ル抽出残渣（3．85　kg）にエーテル5¢を加え，室
温において時折振勲しながら1週問放羅後吸引濾過，残流
にさらにエーテル5eを加え，同様に磐週間放置後吸引濾
過，エーテル抽出液は炭酸氣流巾で減圧濃縮された。．かく
して得られた第1及び第2エーテル劃分の牧量は，それぞ
れ3L5g及び28．5gであった。
　エーテル抽Hl残液（3．79　kg）はProtagon劃分の分離
に使用さ才した（第1図参照）。
　2）アルコール劃分よリPlasmalogenの分離：　アル
コール配分（ALi，　AL2及びALB劃分）について，それぞ
れThanhauser法に從いPlasmalogenの純粋分離が試
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みらオ．した。
　第1アルコーノレ劃分（AI．1劃分）188　9は室温に才・いて
土一テル500ccに溶解せられ，白色の不溶物は遠心除去ざ
れた。エーテル可溶部は炭酸氣百中にて減圧濃紺せちオし，
硫酸デシケータ’一巾で乾固された。’かくして得らtした粗燐
脂質180gをln－NaOH　800　ccにて乳化し，37℃の卵孚卵器
中で時折振澱しながら1週間放骸後，氷酷酸約35ccを添
加してpH　5となし，冷・やしてのち，冷アセトン1，600　cc
を加えた。吸引濾過，沈澱を冷アセ1・ン各20ccにてユ0回
洗漁後，’デシケータ　・一　rPで乾燥せしめた（収量149　g）。こ
の乾燥物149gはln－NaOH　500　cc中に乳濁せらZL，5H
問37。Gに放置され，，同様の操作により乾燥物98gが得ら
オした。これはさらにln－NaOH　400　ccにて同様iに処理さオし
た。かくして不鹸化物92gが得られた。
　この不鹸化物（92g）はエbテル900　ccをもって室温に
おいて抽出せられ，遠心・分離後上清は減圧濃紺，デシケー
ター巾で乾固された。かくしてエーテル可溶劃分（33．Sg）
が得られた。不溶残渣はさらにSoxhlet抽出器を用いて
エbテル300ccをもって連続抽出せられ，エーテル可溶
劃分（10g）と不可溶劃分（37g）とに分けられた。
　r…・一テル可溶劃分’（A】劃分43．Sg、はThanhauser一法に
從ってPlasmalogenの純粋分離が試みられた。即ちその
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　札幌医誌1954
40．8gは97％アセトンにて数回，　さらに無水アセトンに
て数回洗1條後，SOO　ccの熱メタノールを，もって浸出せられ，
一夜室温に放概される。メタノール不溶物を濾狂し，メタ
ノP・ル溶液を5容のメタノールをもつて稀釈後，塩：基性酷
酸錯を甲状沈澱がそれ以上増加しなくなるまで加え，さら
に沈澱を完全ならしめる「ために数滴のアンモ＝アを加える。
濾過後，濾液はH，・Sにて処理せられ硫化鉛を除去，通氣
された漉明な濾液はイオン交換樹脂（Amberlite　IR　4　B）
をもって，濾液が最早酸性でなくなるまで約1時尚振出さ
れる。
　交換樹脂を濾去後，濾液は400　ecにま圏減圧濃紺せら
オし，’Reinecke一酸安門の飽和メタノール溶液20　ccが加え
らイしる。　一晩0。Ceこ力女口緩：淋二期を記慮去，　F稜イヒ金艮10～20g
を加えて4～5時岡振熱する．ことにより，過剰のReinecke一
酸を銀塩として撤去し，微黄色アルカリ性の濾液はH，・S
処理により銀イオン除去，　並氣後再びイオン交換樹脂
（Amberlite　IR　4B）にて酸性でなくなるまで約2時問処理
された。交換樹脂を濾去後，濾液は減圧濃紺，デシケー津
川巾で乾固された（敗量3．5g）。この乾燥物はさらに97％
アセ・トン各30ccにて5回，無水ア．セトン各，3b　ccにて5
皿洗漂後，　100ccの熱田タノtrnyルをもって浸出溶解さオし
た。　メタノール溶液は冷後，イオン交換樹脂（Amberlite
IRC　50）とともに30分問振澱せられ，樹脂を濾去後，減
圧濃縮デシケータ閑中で乾固さlvた倣量39）。この乾燥
粉末は熱プロパノール15CCをもって浸出溶解せられ，熱
時遠心分離，．不溶物はさらに熱プロパノール5ccにて洗
溌された。熱プロパノール不溶物はデジケーター巾で乾燥
された（Ail劃分収量0．88　g）。上溝並びに洗漁液は合一さ．
れ15ccにまで減圧濃縮せられ，氷室中に2［Ult，］放罷，発
生せる白色結晶性沈澱は遠心分離せられ，デシケ戸田ー中
で乾固された（AIII餌分牧量0．45　g）。上清は減圧濃紺乾
固された（A畳HI劃分攻量0．3　g）。
　エーテル不溶空爆（B1劃分）の1．09をクロロホルム10
ccに加温溶解せしめ，4℃に30分問放置後遠心分離によ
り不溶都分を得た（BII劃分引量Og痕跡的）。上清液に等
量の無水アルコールを槻拝しながら添加し，4。Cに30分問
放置後沈澱物を遠心分離する（B111劃分敗量11．8g）。上
清 さらに等量の無水アルコールを加え，4DCに30分周放
縦後発生せる沈澱物を遠心分離する（Billl劃分皿量6．O　g）。
上清は減圧濃縮乾1司される（B11V劃心血量14．Og）。
　第2アルゴーノ←事書（AL2劃分）109　g及び第3アルコ．一
ル劃分　（AL蛸劃分）66　gより，前と全く同様の操作によリ
エーテル可溶食分（A，及びA3四分）　18．5　g及びユ7。8　g，並
びにエ・・一テル不溶劃分（Bt及びB3劃分）21．Og及び7．Og
が得られた。さらに同様の操作によってエーテル可溶四分
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よりは，熱プロパノール不溶言分（A，，1及びA｝1劃分）O．67g
及び1．8　g，冷プmパノール不溶劃分IA211及びA311劃分）
0．30g及び0．40　g，並びに冷プロパノール可溶門川（A，・工II
及びA3111劃分）0．45　g及び0．45　gが得られた。またエー
テル不溶劃分よりは，　クロロホルム不溶劃分（B21及び
B，II三分）Og及び0．6g，クロロホルム・アルコール‘1：1）
不溶劃分（B，・II及びBヌII劃分）7．9　g及び42　g，クロロホ
ルム・アル＝一ル（1二3）：不溶二分（B2111及びB3111二分）
3．Og及びOg，並びに可溶劃分（BIIV及びB31V劃分）10．5g
．及び1．5　gが得られた（第2図参照）。
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「3）各劃分のPlasma1分析給果：　各アルz一ル三分
のPlasmal含量は，第2喪の如く大略5～8％である。し
第2表各アルu一ル劃分のPlasmal含量
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かるにThanhauser法に從ってアルカリ処理により得ら
れたエーナル可溶（Al，　Ag，及びA3）並びにエーテル不溶
（Bt，　B2，及びB3）劃分においては，　A1（1．02％），　A．L）（L56
％）及びB3（3．86％♪はPlasmal含量が低下し，　B1（6．54％），
B2（9．71％）及びA3（6．62％）がPlasma1含量の上昇を示し
たことが注目される（第3～5表参照）。．
　　　第3表ALIの各劃分におけるPlasmal含量
．
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　Thanhauser等が結願牲？lasmalogenを分離せる～令Pプ
・パノール不溶劃分（AIII，　A，・II，　A311劃分）は，少量のメ
タノe一・ルより数回再結品が試みられたが，得られた白色粉
末の分析結果は第1表に示．される如く，Feulgen構造の
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第4表AL2各劃分におけるPlasmal含量
第．1表　メタノール再腰刀後のAII応分
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第5表　AL各劃分におけるPlasmal含量
重
（g）
量 Plasmal
　（mg）
（％・）
A：l
A，，1　I
A，II　’h
Ailll
Bfs
B：J
B，，II　．
Bslll
B，，IV
17．8
’1．S
O．4
0A5
7．O
O．6
4．2
0
．1　．oe
081?，1
601
64
「9??5
07??
48
825??
．?
511
　　　6．62
　　　0，59
s　　工．17
　　11．97
　　　3．86
　．　1．40
　　　8AO
　　o
　　　O，77
　t一テノレ可溶劃分（AI，　AL）及びA3劃分）を，．さらに
Thanhauser等；のPlasmalOgen純粋分離法に從．つて分劃
した結果は，．’Thanhauser等が結晶性Plasmaiogenを得
　　だるプPパノール．可溶劃分に　Plasmalが最も濃紺せらオし
ていることが認あられた。一方面ーテル不溶劃分（Bl，　B，1
及びB」応分）をFolch6）（1．949）法に從・ってクロロホルム・
アルコール分目をなせる結果は，難溶通分BJI（12．4％），
B211（12．89％）及びB311（8．40％），並びにBIIII（10．6％），
B2111（13．95％）及びB3111（9．27％）が高いPlasmal含量を
示すことが注国された。．この劃分はFolch等．がイノシト
酌ル燐脂質を分．離．せる劃分であって，　この事実は　Than－
hauser等．が分離せるFeulge弊構造のPlasmalogenが，
脳髄中に存するPlasmalogenの拙く一部を占めるに過ぎ
ないという事実とともに，Plasmalogen中にはFeulgen
構造以夕トの構造を有するもの，． ｰらくその中には，イノシ
】・一ルを含有するものが存在するであろらことを示唆する
もの．であり，極めて注目に値：すると考えられる。
　　　　　　　　　　　考　　　按
　Feulg’en．及びBersin（1939）tは，馬筋肉10　kg．よリア
ルコール抽出によって得たる料燐脂買を，水にて乳化せし
め3％KOHにて100℃に20分問処理後，ブルシン・酷酸
混液にて中禾1．1，沈澱をアセトンにて充．分洗溢することによ
り，粗．Plasmalogen約7～8gを分離し，さらに複雑な精’製
法．により結託Plasmalogen　19を得，その水解梅面分の分
離確認によりPalmital一．及びStearal－glycerophosphoryl一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロcolamineなる構造を輿えた。吉原（1952）によれば，家兎
及び自鼠飾肉のPlasmalogen含量はO．05～O，08％である
が，こゆ値を馬筋肉にも適用するならば，その10kg中に
は5～8gのP］asmalongenを含有することとなる。從っ
て筋肉Plasmalogenの総て．、がFeulgen構澁牽；有するか
?
否かは，なお検討の余地が残されている。　　　、’．
　大野（1952）は脳髄PIasmalogenの水解蹉物．の分離並
びに定量的分析により，Feulgen構造のPlasmalogen．の
他に，砲和アルデヒドの代りにα，β一不飽和アル．デヒドを
柄るもの，・ラ・・の代りにセリ・記するもの・また
　グリセロールの他に．イノシi・一ルを有する　Plasmalogen
の荏在を幽く予示したが，結晶性Plasmalogenの爾離に
成功していないので，礫認するには至っていない。
　Thanhauser．等（1951）は牛脳髄9kgより得たる粗粗ll旨
質を，ln－NaOHをもつて37℃．叩鉦岡処理することによっ
て鹸化し，下翼化物のエーテル可溶劃分よ．り複雑な．処理の
後，結品性Plasmalogen　1～2gを分離し，その水解構戌
分の分離確認により，Feulgen構i造を再．催認するとともに，
その．グリセロ燐酸がα型なることを報告している。　吉原
（1952）によれば家兎並びに自由脳髄のPlasmalogen含量
はほぼ0．6～0．7％であって，この数値：が牛脳髄に適用され
るならば，その9kg中には約60　gのPlasmalogenが存
することとなり，Thanhauser等の分離せる結晶性Plas・・
malogenはその酸く一部に過ぎず，從って，　Feulgep構造
以外の脳髄Plasmalogen　di）存雀．を否定し得ない。
　本実瞼においては牛脳髄10kgより分内生川さ＃したアル
コール劃壷中には．，．Plasmalとして25　g，從ってPlaS－
m．alogehとして大略45　gが含有せられていた。このアル
：・　一・iL劃分をThanhauser法によつて鹸化し，不鹸化物
をエーテノレ可溶及びエーテル不溶面分に分劃せるに，：・：・一
テル可溶劃分（総量77．1g）4i　1こはPlasmalとして1．91　g
が含有されるに過ぎないに反して，エーテル不溶劃分（総
量65．O　g）中にはPlasmalとして4’．72　gが含まれ，從って
脳髄Plasmalogenの主体はモ　一一テル不溶劃分中に隠する
ことが明白となった。
　エーテル可溶野分より，Thanhauser法に絶って結品性
Plasmalogenの分離を試みた結果は，冷プ・パノール不
溶劃分巾に結品ll生己吻質を得たが，その分析の結果はFeul－
gen梅造のPlasmalogen約20％と，未知物質約80％よ
　りなることが認められた。
　エーテル不溶劃分をFolch法に從って，クロロホルム・
アルコール分劃を行1えるに，　PlaSmalogenが主としてそ
の難溶二分巾に濃紺さオしる享実を認めた。このことは脳髄
Plasmalogenの主体が，　F臼ulgen構i造以夕トのPlasma一．．
logenにより占めらオしるものであろうことを示唆するもの
として，桶めて注目に値する。
．
6）　Foldh　：　J．　Biol．　Chem．　177，　497，　505　〈1949）．
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綜 ・括
　　1）二二髄（10kg）よリァセトン，アルコール
及びエPtテルに．よる分劃抽．出が行われ，そのアル
コール劃分より，ますThanhauser法によって
不鹸化本分が分離せられ，それは1エFテル可溶．及
．び不溶二分に、分割された。
　　2）エーテル可溶劃分ぽさらにThanhauser法
により分劃せられ，Thanhauser等が結lllil性
Plasmalogen　を分離したるプコパノール可溶劃
分に，最もPlasmalogenが濃縮せられるこ．とを確
認したが，分析の結果ぽ約20％のPlasmalogen
と約80％の未知物質よりなることが認められた。
この劃：分より得られる　Plasmalogen即，　Than一
hauser等が分離せるFeulgen構造のPlasmalo－
genぱ，白樫Plasm・1・騨働｛く一部に過ぎす・
從って大野（1952）が予示せる如く，FQulgen構
造以外のPlasmalogenの存．在の可能性が明白と
なった．。
　　3）Thanhauser姫が顧慮しなかった．エーテル
不溶二分が，可溶劃分に比してより多量のPlas－
lnalogenを含イf．することが認められた。この不溶
劃分においてぽPlasmalogenは主として，　Folch
（1949）のクロロホルム・アルコ”ル分劃法による
難溶四分中に濃縮された．。この嘉実ぽイノ．シトt・一一
ルを含有するPlasmalogenの存在を狽く示唆す
るものであり，極めて注日に．値する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（ll進禾Il　2．9．　2．　22受イ寸う
Su血mary
　　　　10　kgm　of　fresh　beef　brain　were　minced　and　dried　with　acetone．　The　dried　brain
was　extracted　with　101iters・of　96％alcohol　at　room　tehlperature　foガa　week．．The
process　was　repeated　three　times．　Each　of　the　alcoholic　extrac’ts　was　worked．on　separately
in　the　same　way．　The　extract　was　concentrated　to　dryness　and　was　saponified　by
Thanhauser’s　C1951）　method．，　・　．　　　The　dried　saponified　material　was　extracted　with　ether　in　a　continuous　extractor，
and　the　，　ethereal　extract　was　evaporated　to　dryness　（Fraction－A）．　’The　residue　from　the’
extraction　was　Placed　in　a　vacuum　desicator　（FractionB）．　’　’“
　　　Fraction－A　was　investigated　following　Thanhauser’s　（190”1）　procedure．　The　crystalline
precipitate，　obtained　from　propanol　solution，　was　recrystallized　several　times　from　hot
methanol．　This　substartce，　after　being　thoroughly　dried，　was　analysed　for　fatty　aldehycle，
glycerol，　phosphorus　and　colamine．　Upon　analysis　it　proved　to　be　only　20％　pure．
plasmalogen　of　Feulgen’s　（1939）　structure　（an　acetal　of　glyceroph，osphoryl－colamine）．　・
　　　Fraction－B　was　fractionated　using　the　chloroform－alcohol　method，　as　described　below．
1　gm　Qf　Fraction－B　was　dissolved　in　10　cc　of　chloroform．　The　centrifuged　insoluble
part　was　collected　（BI）．　Then　10　cc　of　absolute　ethyl　alcohol　was　added　to　the　clear．
supernatant．　After　tallowing　to　stand　for　30　minutes　at　40C，　precipitate’S　formed，　were
collected　by　centrifugation　（BII）．　An　equal　amount　of　alcohol　was　added　’tb　the　clear　”
supernatant　solution．　The　mixture　was　allowed　to　stand　at　40C　for　30　minutes　．and　：was
centrifuged　（the　precipitate，　BIII）．　The　supernatant　solution　was　concentrated　to　dryness
　　　On　analysis　it　showed　that　BII，　BIII　（these　fractions　appear　to　be　identical　with，　or
close’撃凵@related　to　phosphatidyl　serine　and　phosphQinositide　fractiontftted　from　brain　cephalin
by　Folch　（1949））　contained　amounts　of　plasmalogen，　probably　inositol一，　serine－contcftining
plasmalogen．
　　　This　is　in　agreement　with　the　suggestion，　demonstrated　by　Ohno　（1952）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Feb．　22，　J　954＞
